
№ 作品名 作者 制作年 材質・形状 　

1 鯉跳ねし 清水比庵 昭和39年（1964） 紙本着色 鯉跳ねし波紋ゆるやかにひろがりて消ゆるまにまに何事もなし　比庵八十二

2 麦畑 清水比庵 制作年未詳 紙本着色 屋根越しにはるかに見ゆる山の上の麦の畑のまろく色づく　比庵

3 良寛 清水比庵 昭和45年(1970) 紙本着色 今良寛といはれてわれは汗かきぬ本良寛はゐねぶりてござらう　比庵八十八

4 月ありぬ 清水比庵 昭和50年（1975） 赤紙墨書 月ありぬあなうれしやとおもひつつあま戸をさしぬ月にねむらむ　比庵九十三

5 山の上の 清水比庵 制作年未詳 紙本着色 山の上の一つ老松誰をまつ年々に来てわれは見にけり

6 つるし 清水比庵 昭和48年(1973) 紙本着色 となり家とわが家の間にふる雪は少し舞ひつつ盛んにふるも　比庵九十一

7 みかん 清水比庵 昭和48年(1973) 紙本着色 世の中を嘆きつくしてあらたまの年老いぬればたのしむほかなし　比庵九十一

8 良寛 清水比庵 制作年未詳 紙本着色 世のなかにまじらぬときはあらねどもひとりあそびぞわれはまされる　良寛　比庵

9 竹 清水比庵 制作年未詳 紙本墨画 あしひきの片山みちの鳥の聲竹より松に移り鳴くかも　比庵

10 松 清水比庵 昭和41年(1966) 紙本着色 らんらんと金色上る朝日かけ今日もあまねく晴れわたりたり　比庵八十四

11 天地に 清水比庵 制作年未詳 紙本墨書 天地に神いまさずばうつくしきこの夕栄をいかにたたへむ　比庵

12 人麻呂 清水比庵 制作年未詳 紙本着色 家のまはり柿うゑおきてかきのもとのかきまろのうたよままくおもほゆ　比庵

13 南瓜 清水比庵 制作年未詳 紙本着色 　

14 松 清水比庵 制作年未詳 紙本墨画 みんなみの山のまろきに立つ雲のあした夕べに楽有餘　比庵

15 盆「栗」 清水比庵・矢部犀州 制作年未詳 窓日彫 この一日晴れわたらむとむらさきの朝明の空に雲もあらなくに　比庵

16 盆「柿」 清水比庵・矢部犀州 昭和36年(1961) 窓日彫 家のまはり柿うゑおきてかきのもとの柿麻呂のうたよままくおもほゆ　比庵七十九

17 桃林 清水比庵 制作年未詳 紙本着色 　

18 水指 清水比庵絵付 制作年未詳 陶器 談笑久　比庵

19 清水比庵像 勇作 昭和40年（1965） ブロンズ

20 新年同詠声 清水比庵筆 昭和39年（1964） 石 ほのぼのとむらさきにほふあさぼらけうぐひつのこゑやまよりきこゆ

21 朝起きて 清水比庵筆、矢部犀洲彫 制作年不詳 座卓 朝起きてしばらくすれば日のさしてふるさと雀よく鳴きにけり
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